
令和 7年度事業報告 

（令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日） 

 

兵庫県の高齢化率は、29.5 %(令和 6年 2月 1日現在)と日本では、16位(47都道府

県中)となっておりました。それだけに高齢者の就業・社会参加を通じた地域に貢献す

るシルバー人材センターに対する期待・役割はますます大きくなってきました。しか

し、高齢者雇用安定法の改正により 65 歳までの雇用確保措置や 70 歳までの就業機会

を確保する努力義務など、高齢者の就業機会の多様化などの影響もあり、シルバー人

材センターの会員数は伸び悩んでおりましたが、当センターの令和 8 年 3 月末現在の

会員数は、前年同期比で男性会員は 181名で 102.3%、女性会員は 129名で 109.3%、全

体では 310名の会員数で 105.1%と会員数が増加しております。 

現在社会においては、デジタル化が進んでおり、シルバー人材センターにおいても

デジタル（DX）化の推進をしてまいりました。令和 7 年度は、会員の皆様にもデジタ

ル（DX）化の推進に向けて、スマホ教室やスマートフォンを活用した取り組みを進め

てまいりました。 

引き続き、女性会員拡大を重点的に取り組み、企業退職者に対する働きかけの強化

と併せて会員の退会抑制、シルバー派遣事業や独自事業による多様な就業機会の確保

にも積極的に取り組んでまいります。 

令和 7 年 6 月から施行されました、熱中症対策義務化により、当シルバー人材セン

ターにおいても熱中症対策として、空調服やドリンクなどの熱中症対策に対する助成

を昨年度から行うようにいたしました。 

今後もさらに、各関係機関との連携を密にして、シルバー人材センターの「自主・自

立・共働・共助」の基本理念に基づき、「適性就業ガイドライン」の周知・徹底に努め、

「安全は全てに優先する」のスローガンのもとに次に掲げる事業に積極的に取り組ん

でまいりました。 

 

 

1. 高年齢者の就業に関する情報の収集及び提供 

（1）関係行政機関、兵シ協を中心としたシルバー人材センターの連合組織等を通じて

情報を収集し、会員に提供し事業を拡大していきます。 

（2）当センターの会報「シルバーかさい」を年 1 回発行し、会員に対して就業情報の

提供を行います。 

（3）ホームページや SMS 活用による積極的な情報の提供を行います。 

2. 高年齢者の就業に関する調査及び研究 

会員の就業形態を研究するため、各種研修会や講習会等に参加し、事業実態を調

査研究して事業推進に努めます。 



3. 入会説明会及び就業相談の実施 

当センター事務所会議室及びハローワーク西脇に於いて、定期的な入会説明会を

実施し、入会の促進と高年齢者の就業相談等を実施します。 

4. 就業機会の確保・拡大 

（1）各関係団体・企業・家庭などに、シルバー人材センターの事業についての十分な

理解を得るため計画的に訪問し、又普及活動を推進し就業機会の確保に努めます。 

（2）適正就業ガイドラインに沿って、会員の安全で適正な就業を確保します。 

（3）独自事業を推進し、就業機会を拡大します。 

5. 一般労働者派遣事業（シルバー派遣事業）の実施。 

公益社団法人兵庫県シルバー人材センター協会が実施する一般労働者派遣事業

（シルバー派遣事業）の実施事業所として、高年齢者の就業に適した臨時的かつ短

期的又はその他の軽易な事業に係る雇用を希望する高年齢者にシルバー派遣事業

を実施します。 

また、兵シ協と緊密な連携を図りながら、高年齢者の多様な働き方の選択肢として

実施します。 

6. 有料職業紹介事業 

  公益社団法人兵庫県シルバー人材センター協会が実施する有料職業紹介事業実施

事務所として、高年齢者に適した臨時的かつ短期的又はその他の軽易な業務に係る

雇用を希望する高年齢者の多様な働き方の選択肢として、兵シ協と緊密な連携を図

りながら、有料職業紹介事業を実施します。 

7. 技能研修及び講習会の実施 

（1）技能取得及び就業意識等の高揚を図るため「草刈、剪定等」講習会を実施します。 

（2）交通安全意識を徹底するために「交通安全」講習会を実施します。 

（3）健康の維持と増進のため「健康管理」講習会を実施します。 

8 安全・適正就業の推進 

（1）安全・適正就業委員会を中心に安全・適正就業基準に基づき就業の適正化に向け

た研修等の取組みを積極的に推進します。 

（2）安全就業の徹底及び健康保持のため、安全・適正就業推進委員を中心に、会員の

就業先への巡回と安全講習会及び健康教室を実施します。 

9. その他 

（1）会員相互の親睦と連携意識の高揚を図るため、共益事業としてグラウンドゴルフ

大会、親睦旅行等を実施します。 

また、公益事業では普及啓発として「シルバーの日」には、ボランティア活動

を通じて地域に貢献します。 

（2）長期就業会員の顕彰を 5 月の定時総会で行います。（在会 10 年、20 年及び以降

5 年単位とし、顕彰が実施される年度、又は前年度に 60 日以上の就業実績があ

り、在会している会員を対象とする。） 


